
（1）  第184号

発行責任所

別府市自衛隊協力会
印　刷 （株）電子印刷センター

令和５年10月

　別
府
駐
屯
地
は
、
令
和
５
年
８
月
５
日（
土
）、
別
府
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
山
の
納
涼
音
頭
大
会
を
近
傍
３４
自
治
会
と
の
共
催
で
４
年
ぶ
り
に
実
施
し

た
。
は
じ
め
に
「
音
楽
祭
り
」
で
は
、
第
４１
普
通
科
連
隊
音
楽
部
及
び
西
部
方
面
特
科

隊
音
楽
部
合
同
の
演
奏
で
、
夏
に
ち
な
ん
だ
選
曲
に
よ
り
観
客
を
魅
了

し
た
。

　次
に
３
回
目
の
出
演
と
な
る
フ
ラ
・
ハ
ー
ラ
ウ
・
オ
ハ
ル
に
よ
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
及
び
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
披
露
し
華
や
か
に
「
音
楽
祭
り
」

を
終
え
た
。
そ
の
後
、
大
会
実
行
委
員
長
で
あ
る
別
府
駐
屯
業
務
隊
長  

北
平
栄
二  

２
等
陸
佐
に
よ
る
開
会
宣
言
に
よ
り
「
山
の
納
涼
音
頭
大

会
」
は
始
ま
っ
た
。
次
に
大
会
会
長
を
務
め
る
第
４１
普
通
科
連
隊
長
兼

ね
て
別
府
駐
屯
地
司
令  

小
林
直
基  

１
等
陸
佐
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
様
々
な
行
事
が
中
止
さ
れ
、
地
域
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
が
奪

わ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
の
支
え
が
な
け
れ
ば
駐
屯
地
の
運
営
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
日
は
時
間
の
許
す
限
り
、

有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
南
立
石
地
区  

南
荘
園
自
治
会
長  

姫
野
善
昭
氏
の
あ
い

さ
つ
、
別
府
市
副
市
長  

阿
部
万
寿
夫
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　そ
の
後
、
各
自
治
会
約
５
０
０
名
に
よ
る
「
温
泉
踊
り
」・「
別
府
音

頭
」・「
ヤ
ッ
チ
キ
」
を
別
府
太
鼓
連
の
扇
山
に
響
く
太
鼓
の
音
、
豊
秀

会
に
よ
る
夜
空
に
響
く
歌
声
と
と
も
に
、
お
囃
子
に
の
り
、
郷
土
の
踊

り
を
披
露
し
た
。
踊
り
終
了
後
、
駐
屯
地
隊
員
に
よ
る
「
創
作
踊
り
」

で
は
、
各
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
、
小

道
具
を
使
用
し
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

　途
中
、
雨
が
降
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
に
観

客
は
立
ち
退
く
こ
と
な
く
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ま
た
激
し
い
降
雨

の
予
報
に
よ
り
急
遽
予
定
を
早
め
た
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
花
火

で
は
、
夜
空
に
輝
く
光
の
輪
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　別
府
駐
屯
地
は
、
山
の
納
涼
音
頭
大
会
を
通
じ
て
、
４
年
ぶ
り
の
駐

屯
地
一
般
開
放
を
行
い
「
地
域
と
と
も
に
」
再
び
親
睦
を
深
め
た
。

４年振りの「地域とともに」

新
隊
員

特
技
課
程
教
育

山
の
納
涼
音
頭
大
会

山の納涼音頭大会

　連
隊
は
７
月
６
日（
木
）か
ら
９
月
２２
日（
金
）ま
で

の
間
、
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
を
実
施
し
た
。
新
隊

員
は
、
普
通
科
部
隊
の
火
器
で
あ
る
機
関
銃
や
対
戦

車
火
器
、
迫
撃
砲
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
強
靭
な
近
接
戦
闘
に
耐
え
る
べ
く
、

体
力
の
練
成
に
励
ん
だ
。
ま
た
教
育
を
通
じ
同
期
の

絆
を
深
め
、
と
も
に
成
長
を
続
け
て
い
た
。

　修
了
式
で
は
第
４１
普
通
科
連
隊
長  

小
林
直
基  

１

等
陸
佐
が
「
教
育
の
終
始
を
通
じ
て
、
仲
間
と
い
う

も
の
が
、
如
何
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
一

生
付
き
合
え
る
絆
を
築
け
た
と
思
う
。
い
よ
い
よ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
及
び
中
隊
に
配
置
さ
れ
、
新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
る
が
、
本
課
程
を
や

り
遂
げ
た
自
信
を
も
っ
て
、
胸
を
張
り
部
隊
及
び
中

隊
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
式
辞
を
述
べ
た
。
今
回
、

成
績
優
秀
に
つ
き
連
隊
長
賞
を
表
彰
し
た
柳
本
剣
士  

２
等
陸
士
は
「
配
属
先
で
は
、
様
々
な
事
を
自
ら
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　新
隊
員
は
第
４１
普
通
科
連
隊
の
各
中
隊
、
一
部
に

つ
い
て
は
他
部
隊
へ
と
配
属
と
な
る
。
新
隊
員
特
課

程
教
育
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
礎
と
し
、
若
き
自
衛
官

の
活
躍
に
期
待
す
る
。

隊員による創作踊り隊員による創作踊り

自治会による郷土の踊り自治会による郷土の踊り フラ・ハーラウ・オハルによる踊りフラ・ハーラウ・オハルによる踊り 大会会長挨拶大会会長挨拶

フィナーレの花火フィナーレの花火

行進訓練行進訓練

縮射弾射撃訓練縮射弾射撃訓練

戦闘訓練戦闘訓練

操法訓練操法訓練
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平

和

を

仕

事

に
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自

衛

官

募

集

中

    

転
出
者

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
１６
名
）

　
連
隊
本
部
（
１
名
）

　•
１
等
陸
尉

　椎
葉

　宗
継

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　石
橋

　武
士

　大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
大
分
）

　•
３
等
陸
曹

　長
谷
野
淳
柄

　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　
第
１
中
隊
（
１
名
）

　•
陸

士

長

　永
田

　雅
哉

　第
４
０
４
会
計
隊（
別
府
）

　
第
２
中
隊
（
３
名
）

　•
２
等
陸
尉

　川
越

　一
伸

　幹
部
候
補
生
学
校

 

（
前
川
原
）

　•
２
等
陸
曹

　日
野

　慶
一

　大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
別
府
）

　•
３
等
陸
曹

　渡
海

　健
太

　第
４４
普
通
科
連
隊 （
福
島
）

　
第
３
中
隊
（
５
名
）

　•
３
等
陸
尉

　大
西

　真
琴

　西
部
方
面
警
務
隊 （
健
軍
）

　•
３
等
陸
曹

　坂
井

　恭
真

　第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団

　
　輸
送
航
空
隊 

（
木
更
津
）

　•
３
等
陸
曹

　北
川

　貴
大

　第
５１
普
通
科
連
隊 （
那
覇
）

　•
３
等
陸
曹

　川
原

　大
和

　西
部
方
面
警
務
隊 （
相
浦
）

　•
１
等
陸
士

　堤

　
　拓
海

　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　
第
４
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
曹

　田
口

　慶
介

　普
通
科
教
導
連
隊

 

（
滝
ケ
原
）

　•
３
等
陸
曹

　大
迫

　明
紀

　第
２
水
陸
機
動
団 （
相
浦
）

　
重
迫
撃
砲
中
隊
（
２
名
）

　•
２
等
陸
曹

　西
田

　哲
也

　西
部
方
面
総
監
部
付
隊

 

（
健
軍
）

　•
３
等
陸
曹

　太
鼓

　真
佑

　第
１１
普
通
科
連
隊

 

（
東
千
歳
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
１
名
）

　•
１
等
陸
尉

　後
藤

　和
也

　西
部
方
面
総
監
部 （
健
軍
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　上
本

　英
明

　宮
崎
地
方
協
力
本
部

 

（
宮
崎
）

　•
３
等
陸
曹

　川
口

　藍
里

　偵
察
戦
闘
直
接
支
援
隊

 

（
福
岡
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　
別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　林

　
　智
啓

　東
部
方
面
警
務
隊 （
朝
霞
）

　•
２
等
陸
曹

　笹
山

　拓
男

　第
１
３
４
地
区
警
務
隊

　
　大
分
派
遣
隊 

（
大
分
）

第
４
０
４
会
計
隊
か
ら 

（
４
名
）

　•
３
等
陸
曹

　堤

　
　翔
平

　第
４
０
４
会
計
隊

　
　湯
布
院
派
遣
隊 

（
湯
布
院
）

　•
３
等
陸
曹

　秋
山

　侑
一

　第
４
０
４
会
計
隊

　
　湯
布
院
派
遣
隊

　

 

（
湯
布
院
）

　•
陸

士

長

　桑
原

　
　綾

　第
４
０
４
会
計
隊

　
　玖
珠
派
遣
隊 

（
玖
珠
）

　•
陸

士

長

　巌

　
　泰
駿

　第
４
０
４
会
計
隊

　
　湯
布
院
派
遣
隊 

（
湯
布
院
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
　
別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
１
名
）

　•
３
等
陸
曹

　天
野

　正
太

　１
０
２
基
地

　
　シ
ス
テ
ム
本
部
付
隊 

（
健
軍
）

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
か
ら 

（
１
名
）

　•
陸

曹

長

　松
本

　幸
治

　大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
大
分
）

    

転
入
者

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
１２
名
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
２
名
）

　•
陸

曹

長

　平
原

　功
一

　第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団

　
　輸
送
航
空
隊 

（
木
更
津
）

　•
２
等
陸
曹

　島
田

　真
吾

　第
５１
普
通
科
連
隊 （
那
覇
）

　第
１
中
隊
（
１
名
）

　•
３
等
陸
曹

　野
中

　
　優

　第
５１
普
通
科
連
隊 （
那
覇
）

　第
２
中
隊
（
１
名
）

　•
１
等
陸
曹

　佐
藤

　幸
治

　八
重
山
警
備
隊 

（
石
垣
）

　第
３
中
隊
（
４
名
）

　•
陸

曹

長

　西
村

　健
一

　普
通
科
教
導
連
隊

 

（
滝
ケ
原
）

　•
１
等
陸
曹

　阿
部

　
　剛

　大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
大
分
）

　•
２
等
陸
曹

　西
田

　悠
平

　第
１１
普
通
科
連
隊

 

（
東
千
歳
）

　•
３
等
陸
曹

　押
川

　俊
行

　第
１１
普
通
科
連
隊

 

（
東
千
歳
）

　
第
４
中
隊
（
４
名
）

　•
准

陸

尉

　奥
村

　広
貴

　第
１７
普
通
科
連
隊 （
山
口
）

　•
１
等
陸
曹

　上
野

　智
樹

　第
２７
普
通
科
連
隊 （
釧
路
）

　•
１
等
陸
曹

　赤
嶺

　直
幸

　大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
別
府
）

　•
３
等
陸
曹

　立
山

　智
久

　第
８
普
通
科
連
隊 （
米
子
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
５
名
）

　•
１
等
陸
尉

　髙
田

　
　仁

　幹
部
候
補
生
学
校

 

（
前
川
原
）

　•
２
等
陸
尉

　山
滝

　高
広

　湯
布
院
駐
屯
地
業
務
隊

 

（
湯
布
院
）

　•
１
等
陸
曹

　渡
邉

　隆
久

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊

 

（
那
覇
）

　•
１
等
陸
曹

　中
島

　
　修

　水
陸
機
動
団
本
部
付
隊

 

（
相
浦
）

　•
２
等
陸
曹

　川
又

　麗
次

　第
４
偵
察
戦
闘
大
隊

 

（
福
岡
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
へ 

（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　安
部

　弘
孝

　第
８
後
方
支
援
連
隊

 

（
玖
珠
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
４
名
）

　•
陸

曹

長

　溝
口

　勝
徳

　第
４
０
４
会
計
隊

　
　湯
布
院
派
遣
隊 

（
湯
布
院
）

　•
２
等
陸
曹

　砂
川

　正
行

　第
４
４
４
会
計
隊

 

（
宮
古
島
）

　•
３
等
陸
曹

　砥
板

　天
行

　第
４
０
４
会
計
隊

　
　玖
珠
派
遣
隊 

（
玖
珠
）

　•
陸

士

長

　永
田

　雅
哉

　第
４１
普
通
科
連
隊（
別
府
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　
別
府
派
遣
隊
へ 

（
２
名
）

　•
３
等
陸
曹

　甲
斐

　盛
治

　第
１
３
４
地
区
警
務
隊

　
　大
分
派
遣
隊 

（
大
分
）

　•
３
等
陸
曹

　谷
口

　章
也

　第
２
施
設
群

　
　４
０
１
施
設
中
隊 

（
飯
塚
）

８
月
定
期
異
動
者
紹
介

８
月
定
期
異
動
者
紹
介

総
合
戦
闘
射
撃

　連
隊
は
、
令
和
５
年
７
月
２４
日（
月
）及
び
２５
日（
火
）に
、
令
和
５
年
度
総
合
戦
闘
射
撃

を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、
各
職
種
部
隊
の
総
合
火
力
発
揮
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
し
た
。
第
一
線
地
域
の
攻
撃
を
想
定
と
し
た
戦
闘
訓
練
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上

空
偵
察
を
実
施
し
、
目
標
地
域
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　そ
の
後
、
小
銃
小
隊
の
前
進
に
あ
わ
せ
、
砲
迫
に
よ
る
攻
撃
準
備
射
撃
や
、
敵
戦
車
に

対
し
て
８７
式
対
戦
車
誘
導
弾
の
射
撃
を
行
い
、
各
職
種
が
与
え
ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
た
。

　連
隊
は
、
今
後
も
射
撃
能
力
の
向
上
、
各
職
種
部
隊
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
練
度
向

上
に
邁
進
し
て
い
く
。

　連
隊
は
、
令
和
５
年
９
月
２
日（
土
）か
ら
同
月
７
日（
木
）の
間
、
第
２
次
師
団
演
習
に

参
加
し
た
。
本
訓
練
は
、
領
域
横
断
作
戦
環
境
下
に
お
け
る
防
御
行
動
の
練
度
向
上
、
第

一
中
隊
及
び
情
報
小
隊
の
練
度
の
評
価
判
定
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
第
１
中
隊
は
、

与
え
ら
れ
た
任
務
に
基
づ
き
、
各
級
指
揮
官
の
も
と
、
強

固
な
防
御
陣
地
を
構
築
し
た
。
情
報
小
隊
は
、
情
報
獲
得

の
た
め
、
隠
密
に
各
地
域
に
潜
伏
し
、
偵
察
を
実
施
し
た
。

敵
部
隊
の
侵
攻
を
情
報
小
隊
が
速
や
か
に
発
見
し
、
情
報

の
共
有
を
行
う
と
、
味
方
部
隊
は
防
御
戦
闘
に
備
え
た
。

そ
し
て
情
報
と
火
力
と
機
動
を
連
携
し
、
壮
絶
な
戦
闘
を

繰
り
ひ
ろ
げ
、
状
況
は
終
了
し
た
。

　本
訓
練
間
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
は
激
し
く
、
あ
ら
ゆ
る

気
象
に
耐
え
、
部
隊
一
丸
と
な
り
任
務
を
遂
行
す
る
隊
員

の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　今
後
も
更
に
、
い
か
な
る
任
務
に
お
い
て
も
即
応
で
き

る
部
隊
を
目
指
し
、
日
々
訓
練
に
邁
進
す
る
。

　連
隊
は
、
令
和
５
年
８
月
３
日（
木
）
に
、
連
隊
８１
㎜
迫
撃
砲
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。

８１
㎜
迫
撃
砲
は
、
地
形
な
ど
で
遮
ら
れ
て
い
る
見
え
な
い
陣
地
か
ら
狙
っ
た
目
標
に
対
し
、

上
空
を
弧
を
描
く
よ
う
に
射
撃
を
行
う
火
器
で
あ
る
。

　本
競
技
会
は
射
撃
地
域
へ
の
陣
地
進
入
の
時
間
、
実
弾
射
撃
に
よ
る
精
度
及
び
速
度
を

評
価
基
準
と
し
て
競
わ
れ
た
。
陣
地
進
入
で
は
計
測
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
分
隊
員
は
、

迫
撃
砲
を
持
っ
て
陣
地
へ
駆
け
て
、射
撃
準
備
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、射
撃
準
備
が
完
了
し
、

実
弾
訓
練
で
は
小
隊
一
丸
と
な
り
、
相
互
連
携
し
射
撃
任

務
を
完
遂
し
た
。

　日
頃
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
結
果
は
第
３

中
隊
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
２
次
師
団
演
習

連
隊
　
㎜
迫
撃
砲
射
撃
競
技
会
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部外イベント支援

優勝をした第３中隊迫撃砲小隊優勝をした第３中隊迫撃砲小隊

防御戦闘防御戦闘

防御陣地構築防御陣地構築

暗夜に乗じて偵察暗夜に乗じて偵察

レーダによる偵察レーダによる偵察

射撃の様子射撃の様子

陣地進入陣地進入

一斉射撃一斉射撃

87式対戦車誘導弾による射撃87式対戦車誘導弾による射撃

ドローンによる空中偵察ドローンによる空中偵察

【
７
月
３
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

准

陸

尉 

田
中

　栄
造

【
７
月
14
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

陸

曹

長 

前
田

　晴
喜

【
７
月
31
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

陸

曹

長 

後
藤

　暑
司

【
８
月
４
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊  

本
部
管
理
中
隊 

陸

曹

長 

上
野

　義
弘

【
８
月
19
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊  

第
４
中
隊 

准

陸

尉 

三
重
野
和
彦

【
９
月
１
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊  

連
隊
本
部 

１
等
陸
尉 

斉
藤

　芳
孝

【
９
月
１
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊  

重
迫
撃
砲
中
隊 

准

陸

尉 

高
橋

　
　剛

【
９
月
６
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

１
等
陸
曹 

柳
井

　秀
文

【
９
月
25
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

准

陸

尉 

関
山

　
　剛

【
９
月
26
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

３
等
陸
尉 

佐
藤

　三
吉

定年退官者紹介定年退官者紹介

浜の市花火大会

ゆめタウン装備品展示

扇山ふる里まつり

はたらくくるま大集合



（3）  第184号 令和５年10月

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

別
府
駐
屯
地 

Ｘ

　
　
　
　更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

（
旧

T
w

itter）
警
務
隊
の
活
動
状
況

令
和
５
年
度 

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
演
習

第
３
次
中
隊
訓
練

艦
艇
広
報

集
中
野
外
訓
練

輸
送
班
車
両
操
縦
練
成
訓
練

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊
（
管
理
科
輸
送
班
）
は
車
両
操
縦
練
成
訓
練
を
実
施
し
た
。
車
両
操

縦
練
成
は
操
縦
手
で
あ
る
隊
員
の
練
度
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
地
域
の
特
性
や

交
通
状
況
を
把
握
し
、
慣
熟
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
定
期
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
車
両
重
大
事
故
事
案
が
連
続
発
生
す
る
中
、
昨
年
度
よ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

に
よ
る
運
転
前
・

後
の
測
定
・
記
録

が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
陸
上
自
衛
隊

全
体
と
し
て
も
厳

し
く
対
応
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

車
両
事
故
に
よ
る

不
幸
な
隊
員
を
出

さ
な
い
た
め
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
実
り
の
あ
る
車

両
操
縦
練
成
訓
練
を
実
施
し
、
平
成
２９
年
４
月
か
ら

継
続
中
の
官
用
車
両
無
事
故
お
よ
び
私
有
車
両
事
故

の
根
絶
を
図
る
。

　会
計
隊
は
、
十
文
字
原
演
習
場
に
て
７
月
１５

日（
土
）・
１６
日（
日
）に
集
中
野
外
訓
練
を
機
能

別
で
、
８
月
２５
日（
金
）・
２６
日（
土
）に
第
２
次

集
中
野
外
訓
練
を
一
連
の
状
況
下
で
警
戒
自
衛

戦
闘
訓
練
を
実
施
し
た
。

　今
訓
練
間
の
会
計
隊
長
要
望
事
項
「
本
質
を

理
解
し
て
行
動
せ
よ
」「
安
全
・
物
品
管
理
」

を
意
識
し
て
訓
練
す
る
と
と
も
に
、
各
隊
員
が

基
本
基
礎
の
徹
底
に
努
め
行
動
し
、
１０
月
中
旬

に
受
閲
す
る
「
令
和
５
年
度
方
面
会
計
隊
長
計

画
訓
練
検
閲
」
に
向
け
て
大
き
な
訓
練
成
果
が

あ
っ
た
。

　第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
は
、
９
月
２
日（
土
）か
ら
９
月
８
日（
金
）ま
で
の
間
、
第

２
次
師
団
演
習
（
第
４
次
連
隊
練
成
）
の
場
に
お
い
て
、
第
３
回
中
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

　本
訓
練
は
、
各
装
備
品
の
整
備
、
回
収
業
務
及

び
部
品
補
給
業
務
の
野
整
備
支
援
を
基
本
と
し
、

自
律
分
散
型
の
戦
闘
を
行
う
味
方
部
隊
に
対
す
る

支
援
要
領
を
演
練
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、
検
閲

指
導
事
項
を
是
正
し
て
、
野
整
備
支
援
能
力
の
練

度
向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
し
、
本
訓
練
に
お
い

て
、
横
転
し
た
小
型
車
の
回
収
等
の
支
援
業
務
を

含
め
、
偵
察
先
発
隊
の
索
敵
・
安
全
化
、
掩
体
構

築
等
の
基
本
基
礎
を
演
練
し
、
部
隊
の
精
強
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　引
き
続
き
、
練
度
向
上
に
努
め
、
被
支
援
部
隊
に
対
す
る
支
援
任
務
を
完
遂
で
き

る
ご
と
く
、
邁
進
し
て
い
く
。

　警
務
隊
は
、
令
和
５
年
７
月
２４
日（
日
）か
ら
８
月
４
日（
金
）ま
で
の
間
、
休
暇
前
に
伴
う
夏
季
防
犯
活
動
を
実
施
し
た
。

重
視
項
目
は
窃
盗
犯
罪
の
防
止
及
び
性
的
犯
罪
の
防
止
を
掲
げ
、
各
部
隊
等
に
対
し
て
防
犯
資
料
の
配
布
、
防
犯
助
言
を
行

う
と
と
も
に
、
隊
内
放
送
も
活
用
し
て
防
犯
意

識
の
高
揚
に
努
め
た
。
今
後
も
部
隊
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　ま
た
、
令
和
５
年
８
月
５
日（
土
）別
府
駐
屯

地
で
実
施
さ
れ
た
山
の
納
涼
音
頭
大
会
に
お
い

て
、
要
人
警
護
を
実
施
し
た
。
来
賓
・
招
待
者
、

一
般
来
場
者
が
来
場
さ
れ
る
と
か
な
り
の
人
数

と
な
り
混
交
す
る
事
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
綿
密
な
計
画
と
調
整
、
不
測
事
態
発
生
時

の
対
処
要
領
を
検
討
し
、
万
全
な
態
勢
で
警
護

を
実
施
し
て
、
事
件
事
故
な
く
任
務
を
完
遂
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
９
月
１
日（
金
）か
ら
３
日（
日
）の
間
、
別
府
国
際

観
光
港
第
４
埠
頭
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
総
監
の
支
援
を
受
け
「
練
習
潜

水
艦
み
ち
し
お
」
の
一
般
公
開
及
び
特
別
公
開
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
支
援
し
た
。
こ

の
際
、
自
衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
議
会
、
自
衛

隊
家
族
会
等
会
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
一
般
参
加

者
を
招
き
、
広
報
ブ
ー
ス
等
と
相
ま
っ
て
活
況
を

呈
し
た
。
ま
た
翌
週
末
の
１０
日（
日
）及
び
１１
日

（
月
）の
両
日
に
は
、
同
地
に
お
い
て
「
護
衛
艦
さ

ざ
な
み
」
の
一
般
公
開
及
び
特
別
公
開
に
よ
る
艦

艇
広
報
を
支
援
し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理

解
の
促
進
及
び
親
近
感
の
醸
成
を
図
っ
た
。

　ま
た
８
月
２９
日（
火
）、
福
岡
国
際
会
議
場
で
実

施
さ
れ
た
「
福
岡
県
任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
」、
３０
日（
水
）に
は
長
崎
「
パ
ー

ク
べ
ル
ズ
大
村
」
で
実
施
さ
れ
た
任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し
、
会
場
内

の
各
種
準
備
状
況
及
び
説
明
会
運
営
要
領
を
研
修
し
、
来
た
る
１０
月
５
日（
木
）に
大
分

市
で
実
施
予
定
の
、
任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
開
催
の
資
を
得
た
。

　令
和
５
年
９
月
１１
日（
月
）か
ら
９
月
１５
日（
金
）ま
で

の
間
、
令
和
５
年
度
群
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。
統
裁
官

要
望
事
項
の
「
一
つ
限
界
を
超
え
ろ
」
を
意
識
し
た
目

標
を
各
人
が
設
定
し
、
別
府
駐
屯
地
及
び
大
分
分
屯
地

に
お
い
て
「
通
信
所
防
護
」、「
各
種
所
要
に
応
じ
た
シ

ス
テ
ム
通
信
組
織
の
構
成
」
等
の
訓
練
に
臨
み
、
部
隊

と
し
て
の
防
護
力
強
化
、
継
戦
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
野
外
通
信
部
隊
と
の
連
携
に
よ

り
通
信
群
全
体
と
し
て
の
任
務
遂
行
に
貢
献
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
訓
練
の
積
み
重
ね
に
よ
り
各
種
状
況
に
お
い

て
個
々
の
隊
員
の
意
識
の
変
化
を
確
認
し
た
。
今
後
も

更
に
強
靭
な
部
隊
を
目
指
し
練
成
し
て
い
く
。

操縦練成訓練（鋭角の通過）操縦練成訓練（鋭角の通過）

救急車の操縦練成訓練救急車の操縦練成訓練

艦艇広報（護衛艦さざなみ）艦艇広報（護衛艦さざなみ）

艦艇広報（潜水艦みちしお）艦艇広報（潜水艦みちしお）防犯資料配布の状況防犯資料配布の状況野外通信部隊との連携野外通信部隊との連携

衛星捕足衛星捕足
要人警護の状況要人警護の状況

地域の安全化地域の安全化

回収回収

警戒する隊員警戒する隊員

敵の拘束・対処敵の拘束・対処

操縦練成訓練（狭路通過）操縦練成訓練（狭路通過）


